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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号

の規定に基づき、本報告書を提出するものであります。

 

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

平成27年３月31日

 

(2）当該事象の内容

　当社は、販売単価の下落や光学デバイスの販売低迷、海外生産工場における人件費上昇などの影響により、業績

は厳しい状況が継続しております。このような状況の中、歩留り改善や生産性向上などの原価低減策を推進してま

いりましたが、更なるコスト競争力の強化と利益体質への転換を実現するため抜本的な事業構造改革を行うことと

なりました。これに伴い、平成27年３月期連結決算において事業構造改革費用を特別損失に計上することといたし

ました。また、個別決算において事業構造改革費用及び関係会社株式評価損を計上することといたしました。。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

　①連結財務諸表

事業構造改革費用の計上(特別損失)　　　　　3,892百万円

　②個別財務諸表

事業構造改革費用の計上(特別損失)　　　　　2,026百万円

関係会社株式評価損の計上(特別損失)　　　　4,363百万円

 

以　上
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